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研究の背景及び目的

製造時点のすべての住宅品質を観察することができないというデータ上の問
題に直面する場合の中古住宅市場における不動産価格指数の測定手法を提案
した。ヘドニック価格モデルでは年齢効果と時間効果に加えて世代効果を含
めることで統計的信頼性が高まることが示された。特に、世代効果の除外は
経年減価率および不動産価格指数の上方バイアスをもたらすことがわかった
。製造時点における住宅品質の差異は取引時点における経年劣化だけでなく
，陳腐化によるものも含んでいる。

期待される効果・応用分野

本研究の学術的な意義は，データの問題として片付けられてしまう恐れのある，修繕やメンテナ
ンスなどの情報不足に対して本手法が威力を発揮する所にある。世代効果を明示的に取り込むこ
とで，従来であれば無視されるか，考慮したとしてもほとんど分析自体が不可能であった問題を
解決することができる。整備された資産価格情報は投資市場やマクロ経済運営を助ける重要な要
素でもある。しかしながら，公的な関与のある不動産価格情報は鑑定評価手法により行う地価公
示のみであり，住宅市場に代表される「建物」部分を含む資産市場の動向を見誤る原因の一つと

■ 共同研究・特許など

主な産学連携課題・学術指導の実績は，[1]アート市場における価格指数・ボラティリティ計測，
[2] 電力卸売市場におけるスポット価格予測モデル構築，[3]
清涼飲料水の販売予測，製造工程の最適化，[4] 自治体の電子地域通貨を用いた地域活性化
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